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会社概要

株式会社 ツルハホールディングス
〒065-0024
北海道札幌市東区北24条東20丁⽬1－21

設⽴ 1963年 6⽉
◎ホールディングスの⺟体となるツルハドラッグは
1929年鶴⽻薬師堂として創業（創業93年）

資本⾦ 113億22百万円

連結売上⾼ 9,157億円（2022年5⽉期） 2,522店舗

代表者 代表取締役 社⻑執⾏役員 鶴⽻ 順

事業内容 グループ各社の各種事業戦略の実⾏⽀援及び経営管理

従業員数 204名（グループ従業員数 30,300名）
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事業（会社）と機能のマトリックス経営

仕⼊・調達、買掛

経営戦略
（経営企画・⾏⾰等）

情報システム

管理
（⼈事・総務・経理等）

機能分野



松⼭ 義政

◆2016年3⽉ 花王カスタマーマーケティング（株）
情報システム部 部⻑ 退職

◆2016年4⽉ （株）杏林堂薬局 情報システム部
・2017年9⽉ ツルハHDのグループに⼊る

◆2020年5⽉ （株）ツルハHD 情報システム本部付部⻑
・2022年6⽉ ツルハHD 情報システム部 部⻑

⾃⼰紹介
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1980 2000 2005 20101990

7×11

関西ｽｰﾊﾟｰ

ジャスコ／花王
ＥＤＩ共同実証

2015

データ交換
の活⽤

2000年代に入り、インフラが
実態に追い越される

経産省事業（次世代ＥＤＩ検討）
03年〜08年

流通
ＢＭＳ

製・配・販が一体と
なり検討・制定

業務プロセスが
初めて標準化

流通ＢＭＳ
普及・拡⼤

1994年

データ交換の幕開け
1980年

2007年

1974年統⼀伝票
1978年ＪＡＮコード

1999年共通取引先コード⇒ＧＬＮ
2005年ＪＡＮ ⇒ ＧＴＩＮ 2012年⾦融ＥＤＩ

実証実験

＜＜ ⽇本流通の進化 ＞＞
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2023年 10⽉ 税制改正（インボイス）
に伴う変更点のお知らせ

2023年3⽉吉⽇

ツルハホールディングス
インボイス制度 対応プロジェクト事務局



2023年10⽉1⽇より、2019年10⽉より導⼊された複数税率に対応
した消費税の仕⼊税額控除の⽅式として、インボイス制度（適格請求
書等保存⽅式）が開始されます。

このインボイス制度により、現⾏の請求書等（区分記載請求書等保存
⽅式）の記載内容に加え、「税率毎の消費税額」「適格請求書発⾏事
業者の登録番号」などの記載が求めら れることとなります。
併せて、インボイスの発⾏義務、保存義務が求められます

ツルハグループでは、2023年10⽉の税制改正に対応するため、本紙
のとおり変更いたしますので、ご⼀読をお願い申し上げます。

はじめに



⽬次
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1. インボイスを満たす記載等項⽬

2. 仕⼊、返品等に係るインボイス

①．何をインボイスとするか（組合せ）

②．伝票（納品、返品、値引）

③．EDIデータ（受領、返品）

④．EDIデータ（⽀払）

3. リベート等に係るインボイス

4. 物流サービス等に係るインボイス

5. EOS共同利⽤等に係るインボイス



１．インボイスを満たす記載等項⽬

①-適格請求書発⾏事業者の⽒名⼜は名称 及び登録番号
②-取引年⽉⽇
③-取引内容（軽減税率の対象品⽬である旨）
④-税率ごとに区分して合計した対価の額 及び適⽤税率
⑤-税率ごとに区分した消費税額
⑥-交付を受ける事業者の⽒名⼜は名称 及び登録番号
⑦-元取引⽇（返還インボイスとなる、返品／値引／割引）

正確な適⽤税率や消費税額を伝えるために必要な上記の項⽬を、次項以降
で、その組み合わせ、その内容を説明しています



２．仕⼊、返品等に係るインボイス

◇ 仕⼊、返品などの⼀連の取引につきましては、取引締め（基本は毎⽉
15⽇）を単位としてインボイスの発⾏・受領を⾏うものとさせていた
だきます。

◇インボイスに必要とされる記載事項につきましては、取引データ（受
領データ、返品データ、⽀払いデータ等）、⼜は、取引伝票の組み合
わせによるものとさせていただきます。

◇インボイスは「売⼿」が発⾏、「買⼿」が受領することを基本として
いますが、ツルハグループとしましては、現在の双⽅の取引業務に新
たな負荷が⽣じない様、ツルハグループ側からインボイスを発⾏する
ことを基本とさせていただきます。

ご了承の程よろしくお願いいたします。



２．仕⼊、返品等に係るインボイス

ツルハ⇒取引先 ツルハ⇒取引先 ツルハ⇒取引先取引先⇒ツルハ

EOS発注 出荷D 受領D

⼿書き発注
（電話／
FAX)

出荷始りD 受領D

納品伝票 受領伝票

返品D

返品伝票

値引き伝票

⽀払D

⽀払明細書

① ②

③
➄④

⑥⑦

納品伝票
③

受領伝票

⑦ ③

③

返品／値引

①-何をインボイスとするか（組合せ）

取引の内容、形態により下記の伝票／データなどの組み合わせでインボイスとします取引の内容、形態により下記の伝票／データなどの組み合わせをインボイスとします



① ② ③ ④ ➄ ⑥ ⑦

出荷D（EDI) ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 受領D ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 ー

伝票（⾮EDI) ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 納品伝票 ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 ー

出荷始りD ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 受領D ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 ー

伝票（⾮EDI) ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 納品伝票 ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 ー

EOS返品 ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 返品D ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 返品D

伝票返品 ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 返品伝票 ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 返品伝票

伝票 ⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 値引伝票 ⽀払D

⽀払明細
⽀払D
⽀払明細

⽀払D
⽀払明細 値引伝票

インボイス 取引形態毎の組み合わせ

Ｅ
Ｏ
Ｓ

⼿
書

返
品

値引

２．仕⼊、返品等に係るインボイス ①-何をインボイスとするか（組合せ）

発⾏事業者・ 取引年⽉⽇・ 取引内容・・ 税率毎に・・ 税率毎に・・ 交付を受ける 元取引⽇・・

※インボイスとして保存する対象となる（売⼿／買⼿双⽅で保存義務）



２．仕⼊、返品等に係るインボイス ②-伝票（納品、返品、値引）

＜ 納品伝票 ＞

＜ 返品伝票 ＞
ｹｲｹﾞﾝｾﾞｲﾘﾂ
ﾓﾄﾉﾄﾘﾋｷﾋﾞ︓YYYYMM

＜ 値引・値増伝票 ＞

ﾓﾄﾉﾄﾘﾋｷﾋﾞ︓YYYYMM

③
⑦

◇返品、値引などで伝票を発⾏すると
きは、元取引年⽉を記載してくださ
い。

◇その時、対象商品が軽減税率の対象
商品の場合は、今まで通り
「ｹｲｹﾞﾝｾﾞｲﾘﾂ」と記載願い
ます。

取引先⇒ツルハ



２．仕⼊、返品等に係るインボイス ③-受領D／返品D

流通BMS Web-EDI

受領データ

インボイスとして必要な記
載項⽬である③取引内容
（軽減税率商品である旨）
とします。
※仕様書の確認願います

流通BMSに準拠して、③取
引内容（軽減税率商品である
旨）を⽰すものとします。
※仕様書の確認願います

返品データ

インボイスとして必要な記
載項⽬である③取引内容
（軽減税率商品である旨）
と、⑦元取引⽇を⽰すもの
とします。
※仕様書の確認願います

流通BMSに準拠して、③取
引内容（軽減税率商品である
旨）と、⑦元取引⽇を⽰すも
のとします。
※仕様書の確認願います

インボイス対応⽅針／データレイアウト等は順次、下記サイトへ公開します
 https://ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ/

ツルハ⇒取引先



２．仕⼊、返品等に係るインボイス ④-⽀払いD／⽀払い明細書

ツルハ⇒取引先

流通BMS Web-EDI

⽀払データ

インボイスとして必要な記載
項⽬である
①適格請求書発⾏事業者・・
②取引年⽉⽇
④税率毎に区分して合計・・
⑤税率毎に区分した消費税額
⑥交付を受ける事業者の・・
を⽰すものとします。
※仕様書の確認願います

流通BMSに準拠して
①適格請求書発⾏事業者・・
②取引年⽉⽇
④税率毎に区分して合計・・
⑤税率毎に区分した消費税額
⑥交付を受ける事業者の・・
を⽰すものとします。
※仕様書の確認願います

インボイス対応⽅針／データレイアウト等は順次、下記サイトへ公開します
 https://ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ/



２．仕⼊、返品等に係るインボイス

ツルハ⇒取引先

①
②

➄④

⑥

【イメージ】

⽀払明細書等の内容が確定次第、下記サイトへ公開します
 https://ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ/

④-⽀払いD／⽀払い明細書



３．リベートに係るインボイス

◇リベートは、弊社と取引先様が共有管理する「リベート管理システム」に登録
された「リベート契約」を対象としたものです。

◇リベート契約にかかるインボイスは、それぞれのリベート契約を単位として発
⾏することを基本としています。

◇リベート契約の内容は、取引原価に関わる「対価の返還」となるもの、弊社の
サービス／機能を提供することによる「役務の提供」となるものがあります。

◇インボイスは「売⼿」が発⾏、「買⼿」が受領することを基本としていますが、
ツルハグループとしましては、現在の双⽅の取引業務に新たな負荷が⽣じない
様、リベート管理システムから発⾏される「御請求書」（PDFファイル）をイ
ンボイスとさせていただきます。

ご了承の程よろしくお願いいたします。



〜 〜 〜 〜 〜 〜

リベート管理システムで共有する「御請求書」をインボイスとします

３．リベートに係るインボイス（対価の返還）

①

② ③

④ ➄

⑥

⑦

T9999999999999



〜 〜

３．リベートに係るインボイス（役務の提供）

リベート管理システムで共有する「御請求書」をインボイスとします

〜 〜 〜 〜

T9999999999999 ①

②

④ ➄

⑥

③



４．物流サービス等に係るインボイス

◇ 物流サービス等に係るインボイスの発⾏につきましては、物流セン
ター別に、取引締め（基本は毎⽉15⽇）を単位としてインボイスの発
⾏・受領を⾏うものとさせていただきます。

◇インボイスの発⾏につきましては、現在提供しております「お取引先
様ご請求明細」（PDFフィル）とさせていただきます。。

ご了承の程よろしくお願いいたします。



４．物流サービス等に係るインボイス

適格請求書発⾏事業者番号

取引内容

１０％対象 74,131円 消費税 7,413円
８％対象 0円 消費税 0円

①

②

③

④
➄

⑥

＋契約書
【イメージ】

⽀払明細書等の内容が確定次第、下記サイトへ公開します
 https://ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ/



５．EOS共同利⽤等に係るインボイス

◇EOS共同利⽤等に係るインボイスの発⾏につきましては、取引締め
（基本は毎⽉15⽇）を単位としてインボイスの発⾏・受領を⾏うもの
とさせていただきます。

◇インボイスの発⾏につきましては、「お取引様サイト」より、仮称
「ＥＯＳ共同利⽤明細」をＰＤＦファイルで提供する予定です。

◇ＥＯＳ共同利⽤明細につきましては、内容確定次第、下記の資料提供
サイトへ掲載します。

 https://ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ/

ご了承の程よろしくお願いいたします。



※ ※ ※


